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改訂：01’,6 ,7                                 '00.11.13 国際取引法演習レジュメ 
                         大阪大学法学研究科前期課程２年 
                                                              藤澤 尚江 
                                                           

 

取引信用保険付売掛債権売却についての報告取引信用保険付売掛債権売却についての報告取引信用保険付売掛債権売却についての報告取引信用保険付売掛債権売却についての報告    

    
    
  

１、ファクタリングとは？ 
<1>売掛債権買取型 
 １）without recourse型 
２）with recourse型 

<2>売掛債権保証 
２、取引信用保険とは？ 
３、取引信用保険付売掛債権売却とは？ 

    
    
    

＜概要＞＜概要＞＜概要＞＜概要＞ 
 
 
  本稿で紹介する「取引信用保険付売掛債権売却」とは、「取引信用保険」と「ファクタ
リング」とを組み合わせた資金調達方法である。通常、銀行借り入れによる資金調達には、

継続的な銀行との取引、物的資産を有していること、高い信用力を有していることが前提

である。また、債権の証券化を行う場合には、かなりのコストが要求される。しかし、フ

ァクタリングによる債権譲渡を行うことで、物的資産を有しない企業にとっても、債権を

引き当てとした資金調達を行うことが可能となる。また、取引信用保険を付保することで、

債権の信用を補完し、債権の流動化を促進することができる。しかし、本取引においては、

売掛債権として譲渡されるものは手形のみに限られ、債権自体の譲渡には対抗要件を備え

る上での難しさ、社会的認知の不十分さ等、なお問題が残る。 
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＜序論＞＜序論＞＜序論＞＜序論＞    
 
景気の悪化に伴い、銀行が貸し渋りを行うなど、企業（特に、物的資産と信用を有しな

い中小企業）にとっては、資金調達が困難となっている。このような景気、もしくは、金

融機関の影響を受けずに、中小企業が、資金調達を容易に行うために、近年、企業の有す

る売掛債権の譲渡による資金調達（ファクタリング）が注目されている。本取引では、さ

らに、取引信用保険を用い、債権の流動化を促進する方策をとっている。本稿で取り上げ

る、「売掛債権取引信用保険付売却」とは如何なる取引であるのか？また、実際にこの取引

を行っていく上で、どのような問題点があるのか？ 
以下、１、２で、売掛債権の譲渡（ファクタリング）の性質、債権に付保される「信用

保険」の性質をそれぞれ検討した後、３で、ファクタリングと信用保険を組み合わせた本

取引の詳細について触れていきたい。 
 
 

１１１１,,,,ファクタリングとは？ファクタリングとは？ファクタリングとは？ファクタリングとは？    
 
  ファクタリングは、通常、「ファクターと称する特殊な組織が、支払期限以前の債権をそ
の所有者（クライアント）から現金で買い取り、その債権の所有者となり、 自己のリスク
負担に基づいて債務者（カスタマー）から債権の回収を行う、ことを主要機能とするもの」

*1と理解される。これは、以下の<1>1)売掛債権買い取り型を念頭におけばよいであろう。

しかし、ファクタリングの定義についてはさまざまに議論があり、日本の実務では、むし

ろ、<2>の売掛債権保証型こそがファクタリングの主流となっている。今回紹介するスキー
ムにおいては、<1>1)が利用されているが、ここでは比較のため補足的に、<1>2)および<2>
についても言及しておく。 
 
 （言葉の定義） 
  FactorFactorFactorFactor：ファクタリングサービスを Clientに提供する者 
  ClientClientClientClient：Factorによるファクタリングサービスを受ける者 
  CustomerCustomerCustomerCustomer：Clientに対し、売掛債務を有する者  
 
    

                                                   
*1   （財）兵庫経済研究所 神戸大学 ファクタリング研究会編 

 『ファクタリング・ビジネス』（東洋経済新報社 １９９０年） 
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＜１＜１＜１＜１＞売掛債権買い取り型＞売掛債権買い取り型＞売掛債権買い取り型＞売掛債権買い取り型（欧米でスタンダードなファクタリング） 
 
 
  Clientが Customerに対して有する包括的な売掛債権を Factorが買い取り、代金回収を 
 行うファタリング。１）without recourse型では、債務不履行発生時、Factorは Client 
 に対する求償権を有しないが、２）with recourse型では、Clientに対して求償権を行使 
 することができる。 

 
 
    １）１）１）１）without recoursewithout recoursewithout recoursewithout recourse型型型型         
 
 Client、Customer間では売買契約が締結され Clientは Customerに対し売掛債権を有し
ている。 
 
 ＜取引の流れ（図１）＞ 
   ①Clientは Factorに対して、取引先のリストを渡す。 
   ②①のリストにより Factorは Customerの信用調査を行う。 
   ③②に基づいて売掛債権の買い取り限度額を Clientに通知する。 
   ④Clientは通知のあった限度額で Factorに売掛債権を譲渡。 
   ⑤Factorは Clientに代わり金を支払う。 
   ⑥債務の履行期に Factorは Customerに対して取立を行う。 
   ⑦Customerから Factorへの支払い。 
 
 ＊Factor は Client に対し、ファクタリング契約が締結されている間、信用情報の提供、 
コンサルティング等を行う。 
 
 

  ○ファクターが提供するサービスの内容 
     ① 資金供与 
      ② 売掛債権の管理・回収を行う業務代行 
      ③ 取引先の信用調査 
      ④ 経営コンサルティング 
      ⑤ 信用危険の引き受け      等 
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  ○クライアントのメリット 
     ① 売掛債権を引当とした資金調達ができる 
     ② 債務者記帳事務、債権の管理回収の事務をファクターに任せることができる 
     ③ ファクターの信用調査部門を利用することができる 
      ④ ファクターによる経営コンサルティングを受けることができる 
     ⑤ 信用危険をファクターに転嫁できる→貸倒引当金留保の必要なし 
     ⑥ バランスシートから売掛金の項目をなくすことで、クライアントの信用力向上 

 
 
 
        
２）２）２）２）with recoursewith recoursewith recoursewith recourse型型型型   
 
  Client、Customer間では売買契約が締結され Clientは Customerに対し売掛債権を有
している。 

 
 ＊with recourse型は、債務不履行が生じた場合の Clientに対する Factorの求償との関
係で、その法的構成に議論がある。しかし、ここでは without recourse型との比較のため、 
Factor、Client 間では債権の売買が行われたものとみなし、求償についても深く論じるこ
とはしない。 
 
 ＜取引の流れ（図２）＞ 
   ①Clientは Factorに、取引先のリストを渡す。 
   ②①のリストにより Factorは Customerの信用調査を行う。 
   ③②に基づいて売掛債権の買い取り限度額を Clientに通知する。 
   ④Clientは通知のあった限度額で Factorに売掛債権を譲渡。 
   ⑤Factorは Clientに代わり金を支払う。 
 
  A：債務不履行が発生しなかった場合 
   ⑥債務の履行期に Factorは Customerに対して取立を行う。 
   ⑦Customerから Factorへの支払い。 
 
 B：債務不履行が発生した場合 
   ⑥Factorは Clientに対して取立。 
   ⑦Clientは Factorに対して支払い。 
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   ⑧Client自ら Customerに対して求償。 
   ⑨Customerは Clientに対して支払い。 
 
＊Factorは Clientに対し、ファクタリング契約が締結されている間、信用情報の提供、 コ
ンサルティング等を行う。 
 

  ○ファクターが提供するサービスの内容 
     ① 資金供与 
      ② 売掛債権の管理・回収を行う業務代行 
      ③ 取引先の信用調査 
      ④ 経営コンサルティング      等 

 

  ○クライアントのメリット 
     ① 売掛債権を引当とした資金調達ができる 
     ② 債務者記帳事務、債権の管理回収の事務をファクターに任せることができる 
     ③ ファクターの信用調査部門を利用することができる 
      ④ ファクターによる経営コンサルティングを受けることができる 
     ⑤ バランスシートから売掛金の項目をなくすことで、財務内容が改善されクライ 
    アントの信用力が上がる。 
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＜２＞売掛債権保証型＜２＞売掛債権保証型＜２＞売掛債権保証型＜２＞売掛債権保証型        （日本でスタンダードなファクタリング） 
 
 
  ClientがCustomerに対して有する包括的な売掛債権をFactorが保証するファクタリ 
 ング 

 
 
 Client、Customer間では売買契約が締結され Clientは Customerに対し売掛債権を有し
て いる。 
 
 ＜取引の流れ（図３）＞ 
   ①Clientは Factorに、取引先のリストを渡す。 
   ②①のリストにより Factorは Customerの信用調査を行う。 
   ③②に基づいて売掛債権の保証限度額を Clientに通知する。 
   ④Clientは Factorに保証料の支払いをする。 
  
 A：債務不履行が発生しなかった場合 
   ⑤Clientは債務の履行期に Customerに対して取立。 
   ⑥Customerは Clientに対して支払い。 
 
 B：債務不履行が発生した場合 
   ⑤Factorは Clientに保証金の支払いをなす。 
   ⑥Factorは Customerに対して取立を行う。 
   ⑦Customerから Factorへの支払い。 
 
＊通常実務においては、Factor、Client 間で覚え書きが交わされている。これによると、
Factor が Client に対して保証金の支払いをなした場合においても、Factor は Customer
に対して債権の取立を行わない（債権回収の煩雑さを厭うため）。このような場合に、Client
自らが Customer に対し債権の取立を行い、支払いを得た場合には、支払われた債権額の
うち債権額における保証のなされた割合について、Clientは Factorに対して、支払いをな
すことになる。 
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  ○ファクターが提供するサービスの内容 
   ① 信用危険の引き受け 
   ② 取引先の信用調査 
   ③ 与信情報の提供 
   ④ 経営コンサルティング      等 

 

  ○クライアントのメリット 
   ① 貸し倒れ損失の早期回収→資金繰りの安定化 
   ② ファクターからの与信情報の提供により、与信管理の向上をはかれる 
   ③ 信用危険をファクターに転嫁できる→貸倒引当金を留保の必要なし 
   ④ 債務不履行が発生する以前のカスタマーに対する通知・承諾が必要ない 
   ⑤ ファクターによる経営コンサルティングを受けることができる 
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2, 2, 2, 2, 取引信用保険とは取引信用保険とは取引信用保険とは取引信用保険とは????    
 
  取引先に対する営業債権を包括的に保険の目的となし、営業債権が回収できない場合 
 に生ずる損害の一定部分につき保険金を支払う保険契約 

 
 
 営業債権の範囲：売買契約、販売委託契約、役務契約、運送取り扱い契約、運送契約、 

請負契約、賃貸借契約、委任契約（いずれも双務的な取引）より発生する債権 
 
債権者、債務者間では種種の契約が締結され売り主は買い主に対し営業債権を有している。 
 
 ＜取引の流れ（図４）＞ 
   ①債権者は保険者に、取引先のリストを渡す。 
   ②①のリストにより保険者は債務者の信用調査を行う。 
   ③②に基づいて保険金支払限度額を債権者に通知する。 
   ④債権者は保険者に保険金の支払いをする。 
  
 A：保険事故が発生しなかった場合 
   ⑤債権者は債務の履行期に債務者に対して求償。 
   ⑥債務者は債権者に対して支払い。 
 
 B：保険事故が発生した場合 
   ⑤債権者は保険者に当該債権を譲渡する。 
   ⑥保険者は債権者に対して保険金支払いをなす。（取引信用保険約款第２０条） 

⑦保険者は債務者に取立を行う。 
   ⑧債務者から保険者への支払い。 
 
 ＊債権を目的にする信用保険では、保険約款において、被保険者が保険金の支払いを受

けようとする時、被保険者の権利を害さない範囲内で、保険金と同額の未回収代金債権、

所有権または抵当権、商品につき他人に対して有する損害賠償請求権を保険者に譲渡しな

ければならないとしている。これは、保険者が債権者に対し損害填補をしたことによって

債務不履行を行った債務者が債務を免れることは不当であり、また、被保険者が、保険が
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存在していることによって安易になることを防止するためであるといわれている。*2 

 

  ○ 保険者の提供するサービス 
     ① 信用危険の引き受け 
     ② 取引先の信用調査 
     ③ 与信情報提供      等 

 
 

   ○ 顧客のメリット 
    ① 貸し倒れ損失の早期回収→資金繰りの安定化 
     ② 保険会社の信用調査情報を利用できる 
     ③ 与信情報の提供を受けることができる 
   ④ 信用リスクを保険者に転嫁できる 
     ⑤ 保険料を損金処理可能 
    新税制により実績繰入率に統一された貸倒引当金と同様の効果が無税 
   で望める。 

 
 
 
 

                                                   
*2   坂口光男 『保険法』 （文眞堂 １９９１年） 
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 ３３３３,,,,取引信用保険付売掛債権売却とは？取引信用保険付売掛債権売却とは？取引信用保険付売掛債権売却とは？取引信用保険付売掛債権売却とは？        

 
 
  債権買い取り型のファクタリングに信用保険を付すことで、円滑な資金供給、バラン 
  スシートのスリム化等をはかるスキーム。 

 
 
１、取引全体の流れ（図５）１、取引全体の流れ（図５）１、取引全体の流れ（図５）１、取引全体の流れ（図５）    
 
  Client、Customer間では売買契約が締結され、Customerは Clientに対し商品の対価
として手形を発行している。また、Clientは Factorとファクタリング契約を保険者と保険
契約を締結。本取引における売掛債権は、手形のみに限られている。 
 
   ①売り主は保険者に、取引先のリストを渡す。 
   ②①のリストにより保険者は買い主の信用調査を行う。 
   ③②に基づいて保険金支払限度額を売り主に通知する。 
   ④売り主は保険者に保険金の支払いをする。 
   ⑤Clientは Factorに買い取り手数料を支払って手形を譲渡する。 
   ⑥Factorは Clientに前払い金を支払う。 
   
 A：保険事故が発生しなかった場合 
   ⑦Factorは Customerにより支払いを受ける。 
    ⑧Factorは Clientに保険金免責部分相当額の支払いをなす。 
  
 B：保険事故が発生した場合 

⑦Factorは保険者に当該手形の譲渡を行う。 
   ⑧保険者は Factorに保険金の支払いをなす。 
      ⑨保険者から Customerへの取立。 
   ⑩Customerから保険者への支払い。 
 
２，取引信用保険、ファクタリング２，取引信用保険、ファクタリング２，取引信用保険、ファクタリング２，取引信用保険、ファクタリング個別の契約関係個別の契約関係個別の契約関係個別の契約関係    
 
 ここでは、取引全体を明確にするため、取引信用保険、ファクタリング契約、個々の契

約関係について詳しく見ていく。 
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１）取引信用保険契約 
  
  ①契約当事者 

   保険契約者：Client（販売元） 
     被保険者：Factor 
    保険者（保険会社） 
②保険の対象 

   Clientが Customerに対して有する売掛債権（手形のみ）  
③保険期間 
１年（１年毎継続可） 

  ④保険者の免責金額 
保険金額の５％以上 

  ⑤保険者の提供するサービス 
       信用危険の引き受け 
       取引先の信用調査 
       与信管理アドバイス 
 
２）ファクタリング契約 
    
①契約当事者 

    債権の譲受人：Factor 
     債権の譲渡人：Client（販売元） 
②ファクタリングの対象となる債権    

    Clientが Customerに対して有する売掛債権（手形のみ） 
  ③契約期間 

保険契約期間 
  ④債権に対する Factorの前払い限度額 

保険契約上の｛（支払い限度額）－（免責部分）｝ 
＊保険事故が発生した場合、保険者は免責部分の支払いを行わない。そのため、

Factor が手形の買取に対して前払いする金額は、免責部分を控除した額。保険事故
が発生しなければ、Customerから支払いを受けた後に、Factorは Clientに免責部
分の支払を行う。 

  ⑤ファクターが提供するサービス 
    資金供与 
     債権の管理回収事務 
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３、検討３、検討３、検討３、検討    
 
１）顧客のメリット    
 
    ① 信用保険を付すことにより、債権自体の信用度が増すため、Factorによる債権の

買取がなされやすくなる。 
    ②保険料を損金として処理することができる 
   ③債務者記帳事務、債権の管理回収の事務からの解放。 
    ④与信情報の提供を受けることができる 
      ⑤バランスシートから売掛金の項目をなくし、財務状況が改善され信用力が高く    

なる。 
     
 ファクタリングのみを利用した場合に期待できるのは、③、④、⑤のメリットのみ。取

引信用保険を付すことで、①、②（特に①）をも可能にする。 
 
２）他の債権流動化手法の検討 
 
銀行及びＳＰＣ、信託方式による債権流動化について検討する。特に、ファクター会

社の提供するファクタリングサービスと比較する観点で検討を行うことにより、ファ

クタリングの利点を明確にすることを意図する。 
 
○銀行による債権流動化 
 
① 銀行は、リスクの高い債権買い取りを行わない。 
→売却可能な債権の範囲が狭い。 

② 銀行は預金取引がなければ、金融サービスを行わない。 
→資産を有さない企業は、サービスを受ける機会をもてない。 

③銀行の手形割引では、不渡りになった割引手形についてはもちろん、数通の割引手

形のうち一通が不渡りとなり他の数通が満期前でも、割引依頼人に信用がないときや

その信用が悪化したようなときは、その全部の手形について、割引依頼人に買い戻し

を請求できることが取引約定書の特約により定められている。*4 

→割引依頼人は、信用リスクを銀行に転嫁することができない。 
④銀行の債権買取は、債権そのものよりも債権者の信用力に基づいた買取を行う。 

                                                   
*4  大平正 『銀行取引約定書Ｑ＆Ａ』（銀行研修社 １９９８年） 
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→優良債権であったとしても、債権者の信用力が低ければ、買取が行われにくい。 
 

○ＳＰＣ（特定目的会社）、信託方式による債権流動化について 
  
  ①ＳＰＣ設立、信託方式による債権の流動化にはかなりの費用を要する。 
 （ＳＰＣ設立などの法的手続き、サービサーへの委託、信用補完措置の導入に伴う手数  

料、格付け費用、弁護士費用等） 
   →中小企業の有しているような小額の債権を流動化させるために、多額の資金を費

やしていては、利益が見込めない。  
②中小企業の証券化商品は投資家の信任を直ちに得るには到りにくい。 

    
 
３）本スキームで、手形のみが扱われる理由    
 
   ①債権そのものは、確定が困難 
   ②債権譲渡を行うことは債務者に資金繰りが苦しいと受け取られるため、債権者が   

それを好まない。 
→債権自体の譲渡には、対抗要件を備えるために、債務者への通知、もしくは、債

務者からの承諾が必要（民法４６７条）。それに比べて、手形の譲渡は裏書のみで権

利移転（手形法１４条 1項） 
   ③売掛債権譲渡（又は担保）を保護する法的整備が遅れていること。    
 
４）債権譲渡の対抗要件の問題 

 
   ファクタリングを考える上で、ファクターが、カスタマーより債権の回収を確実に

はかるためには、第三者、債務者に対しての対抗要件を備えていることが必要である。 
  近年、この債権譲渡において重要な対抗要件具備のため、新たな法制度が作られ、そ 
の方式に変化が見られる。ここでは、特に、債権譲渡における対抗要件に関する民法

特例法を中心に、債権譲渡における対抗要件の具備についてみておきたい。 
 

上記３）においても述べたように、民法において、売掛債権が指名債権の場合、 
売掛債権の譲渡人は、第三者、債務者に対して対抗要件を得るために、Client から
Customer に債権譲渡の通知、もしくは Customer から Client に債権譲渡の承諾（民
法４６７条）を行う必要がある。 
しかし、日本では、債権そのものの譲渡は債務者に対して不信感を抱かせることに

なり、実務においても、Client 自身の信用に依拠して、対抗要件を取得しないことが
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大半であるようだ。 
このような状況下で、１９９８年１０月「債権譲渡の対抗「債権譲渡の対抗「債権譲渡の対抗「債権譲渡の対抗要件に関する民法特例法」要件に関する民法特例法」要件に関する民法特例法」要件に関する民法特例法」

が施行された。この法律によれば、法人がする債権譲渡のうち、金銭債権を目的とす

るものであれば、債権譲渡人と譲受人が債権譲渡登記を行うのみで、第三者対抗要件

を備えることができるとされる。この法律は、対抗要件取得手続きの簡便化及び低コ

スト化を主目的として制定された3。けれども、本法は登記申請がきわめて多項目にわ

たり詳細かつ厳格であること、またこの登記を扱う法務局が東京法務中野分室のみに

限られているため、利用制限と機会コストも無視できないこと、さらに債権譲渡人の

法人登記簿にその旨の登記がなされることが信用不安を惹起するという問題が生じて

いる4。利用の簡易化をはかるため、2001年 3月 26日より登記申請をインターネット
を通じて行う債権譲渡登記オンライン申請制度の運用も開始された5。登記申請におい

て、申請情報とともに申請者の権限証明情報を送付することが義務付けられている。

そのため、登記申請当事者（債権の譲渡人、譲受人）それぞれが、電子署名、電子証

明書を有している必要が生じる6。これらの権限証明情報を得るためには、商業登記事

務のコンピューター移行等が要求されているゆえ、実務においては、まだ広くは用い

られていないようである。 
 
 

          「債権譲渡の対抗要件に関する民法特例法」「債権譲渡の対抗要件に関する民法特例法」「債権譲渡の対抗要件に関する民法特例法」「債権譲渡の対抗要件に関する民法特例法」（以下 特例法） 
       
        適用範囲：法人がする債権譲渡 
         対象とする債権：指名債権のうち金銭債権を目的とするもの（特例法２条） 
         第三者対抗要件：債権譲渡人と譲受人だけで債権譲渡登記をすることで確保 
                                                       （特例法２条１項） 
         債務者保護要件：債権譲渡を債務者に対抗するためには、債務者への通知が 
                 必要（特例法２条２項） 

 
 ４）結論 
 
  銀行、ＳＰＣ，信託方式による債権の流動化には、企業が資産、もしくはある程度の

                                                   
3 田村英朗「実務から見た評価と期待―ファクタリングを中心として」 

（ジュリスト 1201号 2001年） 
4 花井正志「債権流動化に関する議論によせて」（金融法務事情 1611号 2001年） 
5 金融法務事情編集部「債権譲渡登記オンライン申請制度の運用が開始される」 

（金融法務事情 1610号 2001年） 
6 後藤博「債権譲渡登記のオンライン申請制度の概要」（ジュリスト 1201号 2001年） 
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信用力を有していることが必要であり、成長過程にある中小企業には利用しにくい。 
  しかし、ファクタリングを利用することで、物的資産を有さずとも売掛債権を引当に

資金調達を行うことができる。また、バランスシート上から売掛債権の項目がなくなるこ

とで、企業自体の信用力もあがる。そのうえ、取引信用保険を付すことで、信用度の低い

債権の信用が補完され、売却を行いやすくなる。つまり、信用度が低く、資産を有しない

企業にとっても、資金調達の道が開かれる取引であるということがわかる。 
  問題は、この取引を利用する場合に、買い取られている債権が、いまだ手形に限られ

ているということである。この最たる原因は、債権譲渡を行う企業への社会の不信感であ

ろう。しかし、ボーダレス化の流れにある現在の状況において、既に海外では、債権譲渡

を常識のものとして行っていることから見ても、日本におけるこの間違った観念は、修正

されるべきである。また、各種債権譲渡のための立法がなされていることからしても、債

権譲渡についての社会的要求の高さをうかがい知ることができるのではなかろうか。支払

い事務手続きの簡易化、費用の節約、そして、電子商取引の決済のためにも、証券に権利

を化体させて流通させる手形よりも、債権そのものの売却をなすことができるようにする

ことが、今後の企業の資金調達において有用であろう。 
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                ファクタリング契約      

①引先リスト 
③売掛債権買い取り限度額通知 
④売掛債権譲渡 
⑤代わり金の支払い 
与信情報 

 
 
 

 
②信用調査 
⑥取立 
⑦支払い 

 
 
図１、without recourse型 

 
 

ファクタリング契約 
 ①取引先リスト 
③売掛債権買取限度額通知 
④売掛債権譲渡 
⑤代わり金の支払い 
与信情報 

Ｂ⑥求償 
Ｂ⑦支払い 

 
   A   A   ②                        Ｂ B   
   ⑦ ⑥ 信                        ⑨ ⑧ 売 
      支 取 用                        支 取 買 
   払 立 調                        払 立 契 
    い   査                        い   約 
 
 

図２、with recourse型 

ＦａｃｔｏｒＦａｃｔｏｒＦａｃｔｏｒＦａｃｔｏｒ    
（ファクタリング業

務を提供する者） 

ＣｕｓｔｏｍｅｒＣｕｓｔｏｍｅｒＣｕｓｔｏｍｅｒＣｕｓｔｏｍｅｒ    
(Clientの債務者) 

ＣｌｉｅｎｔＣｌｉｅｎｔＣｌｉｅｎｔＣｌｉｅｎｔ    
（ファクタリングサ

ービスを受ける者） 

売
買
契
約 

ＦａｃｔｏｒＦａｃｔｏｒＦａｃｔｏｒＦａｃｔｏｒ    
（ファクタリング

業務を提供する

者） 

ＣｌｉｅｎｔＣｌｉｅｎｔＣｌｉｅｎｔＣｌｉｅｎｔ    
（ファクタリング

サービスを受ける

者） 

ＣｕｓｔｏｍｅｒＣｕｓｔｏｍｅｒＣｕｓｔｏｍｅｒＣｕｓｔｏｍｅｒ    
（Clientの債務者） 
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ファクタリング契約 

                ①取引先リスト 
               ③保証限度額の通知 
                 ④保証料 
                 与信情報 
                 Ｂ⑤保証金 
             弁済による代位(民法§499,500) 
 
                                 ⑥ ⑤   
                                 支 取 売 
       ②信用調査                     払 立 買   

Ｂ⑦取立                        い   契 
B⑧支払い                                                 約 
 
 

図３、売掛債権保証型 
 
 

 
                                  保険契約 

①取引先リスト 
③保険金支払限度額通知 
  ④保険料 
  与信情報 
Ｂ⑤債権譲渡 
Ｂ⑥保険金支払い 
 
                  ⑥ ⑤  
                  支 取 売 

        ②信用調査                    払 立 買 
       Ｂ⑦取立                      い   契 
       Ｂ⑧支払い                         約 
 
 

図４、信用保険 

ＦａｃｔｏｒＦａｃｔｏｒＦａｃｔｏｒＦａｃｔｏｒ    
（ファクタリング業

務を提供する者） 

ＣｌｉｅｎｔＣｌｉｅｎｔＣｌｉｅｎｔＣｌｉｅｎｔ    
（ファクタリングサ

ービスを受ける者） 

ＣｕｓｔｏｍｅｒＣｕｓｔｏｍｅｒＣｕｓｔｏｍｅｒＣｕｓｔｏｍｅｒ    
（Clientの債務者） 

 

保保保保    険険険険    者者者者    売売売売    主主主主    

買買買買    主主主主    



 

 
図５．取引信用保険付売掛債権売却スキーム 

 
②信用力調査 
Ｂ⑨取立 
Ｂ⑩支払い 

 
 

保険契約                        売買契約 
①取引先リスト 
③保険金支払い限度額通知                   商品 

                  ④保険料                       手形 
 
                            
                          
                          フ     Ａ 
                          ァ  ⑥  ⑧  
                          ク  前  保  
                          タ  払  険 
                          リ  い  金 
                          ン  金  免 
                          グ     責 
                          契     部 
                          約     分 
 
         Ｂ⑦手形譲渡                            Ａ⑦支払い 
         Ｂ⑧保険金支払い 
 

 

保険者保険者保険者保険者    
ClientClientClientClient    
（保険契約者）    CustomerCustomerCustomerCustomer    

F rF rF rF r    （被保険者） 
    
 ⑤  
 手  
 形  
 譲  
 渡  
    
    
    

    
actoactoactoacto
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